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【
資
源
活
用
課
】

　

林
野
庁
に
お
い
て
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
る
「
国
有
林
間
伐
・
再
造
林
推
進
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
搬
出
間
伐
部
門
に
お
い

て
、
中
部
局
か
ら
推
薦
し
た
有
限
会
社

金
山
林
業
が
「
林
野
庁
長
官
最
優
秀

賞
」
を
受
賞
し
、
一
月
二
十
四
日
、
林

野
庁
に
お
い
て
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
お

い
て
牧
元
長
官
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

金
山
林
業
は
、
昨
年
度
の
、
生
産
性

向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
に
お
い

て
「
中
部
森
林
管
理
局
長
最
優
秀
賞
」

を
受
賞
し
て
お
り
、
今
回
、
高
い
生
産

性
と
間
伐
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が

大
き
い
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
中
部
森
林
管
理
局
管
内
の
事

業
体
が
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
す

る
の
は
十
六

年
ぶ
り
と
な

り
ま
す
。

　

金
山
林
業

の
取
組
に
つ

い
て
は
、
一

月
二
十
九
・ 

三
十
日
に
行

わ
れ
た
「
中
部
森
林
技
術
交
流
発
表

会
」
の
特
別
発
表
と
し
て
、
同
社
の
石

井
良
典
さ
ん
か
ら
「
生
産
（
材
）
の
流

れ
を
止
め
な
い
作
業
仕
組
み
に
よ
る
生

産
性
の
向
上
」
と
題
し
て
発
表
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

発
表
を
前
に
、
同
社
金
山
取
締
役
が

石
井
さ
ん
と
と
も
に
宮
澤
局
長
を
訪

れ
、
長
官
賞
受
賞
の
報
告
、
受
賞
の
感

想
や
今
後
に
向
け
て
の
意
気
込
み
な
ど

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

取
組
事
例
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
他
の
部

門
の
優
秀
賞
も
含
め
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

http://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
gyoum

u/hanbai/
kannbatusuisinn
konnkuru.htm

l

し
、
委
員
か
ら
は
、
本
年
度
の
調
査
箇

所
で
は
、
深
刻
と
い
え
る
程
の
外
来
種

及
び
獣
害
被
害
等
の
報
告
は
な
か
っ
た
が

現
状
で
の
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
こ
と
が

必
要
、
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
委
員
会
の
意
見
を
元
に

「
平
成
三
十
年
度
宮
・
庄
川
森
林
計
画

区
保
護
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
現
地
調
査
報

告
書
」
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

【
計
画
課
】

　

二
月
十
二
日
、
中
部
森
林
管
理
局
大

会
議
室
に
お
い
て
、
管
内
に
お
け
る
保

護
林
の
設
定
、
変
更
、
廃
止
、
管
理
及

び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
関
す
る
事
項
、

並
び
に
保
護
林
に
関
連
す
る
生
物
多
様

性
の
保
全
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う

「
平
成
三
十
年
度
第
二
回
保
護
林
管
理

委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
事
の
保
護
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

結
果
の
概
要
報
告
で
は
、
宮
・
庄
川
森

林
計
画
区
内
の
十
三
箇
所
の
保
護
林
を

対
象
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
登
山
者
の
入
り
組
み
に
よ
る
セ

イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
等

の
侵
入
や
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
及
び
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
に
よ
る
樹
木
へ
の
剥
皮
被
害
や

周
辺
で
の
シ
カ
等
の
食
痕
が
確
認
さ
れ

た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
、
委
員
会
で
は
、
①
外

来
種
②
獣
害
被
害
③
そ
の
他
の
項
目
に

分
け
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
は
、
保
護
林
周
辺
で
行

わ
れ
て
い
る
、
外
来
種
の
駆
除
活
動
や

獣
害
対
策
に
つ
い
て
の
取
組
を
説
明

牧元林野庁長官（右）と
金山林業金山取締役（左）

外来種対策について意見を交わしている様子
（右側から、西條委員、竹中委員、由井委員）

林
野
庁
「
国
有
林
間
伐
・
再
造
林
推
進

�
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

外
来
種
や
獣
害
対
策
、

�

被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
こ
と
が
必
要

〈本局のトピックス〉

現場作業の様子



− 2−

平成 31年 2月 第 179号

　

初
日
と
な
っ
た
二
月
二
十
四
日

（
日
）
は
、
多
く
の
買
い
物
客
や
関
係

者
が
立
ち
会
う
中
、
除
幕
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

見
学
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
木
材
は

い
い
ね
」、「
木
の
良
さ
が
伝
わ
っ
て
く

る
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

展
示
会
は
、
三
月
二
日
（
土
）
ま
で

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
訪
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

展
示
作
品
の
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
。

http://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/
chubu/apply/publicsale/hanbai/
p-com

pe-tenzikai.htm
l

【
技
術
普
及
課
】

　
一
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
二
日
間
に

か
け
、
中
部
森
林
管
理
局
大
会
議
室
に

お
い
て
「
平
成
三
十
年
度
中
部
森
林
技

術
交
流
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
国
有
林
関
係
か
ら
十
七

課
題
、
民
有
林
・
学
校
関
係
等
か
ら

十
六
課
題
の
計
三
十
三
課
題
と
、
過
去

最
多
課
題
数
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、「
森
林
技
術
」、「
森
林

保
全
」、「
森
林
ふ
れ
あ
い
」
の
各
部
門

に
お
い
て
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
等
の
先
端
技
術
を

用
い
た
技
術
開
発
や
数
十
年
に
も
及
ぶ

調
査
の
成
果
、
近
年
深
刻
な
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
る
山
地
災
害
や
ニ
ホ
ン
ジ

カ
へ
の
対
策
の
取
組
成
果
、
技
術
開
発

等
多
岐
に
わ
た
る
様
々
な
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

国
有
林
部
門
で
は
、
東
濃
森
林
管
理

署
等
か
ら
、
既
設
治
山
ダ
ム
を
活
用
し

た
流
木
捕
捉
工
の
開
発
に
つ
い
て
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
豪
雨
災
害
時
に
問

題
と
な
っ
て
い
る
流
木
被
害
を
、
低
コ

ス
ト
で
対
策
で
き
る
と
し
て
注
目
を
集

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
と
し
て

は
、
南
信
森
林
管
理
署
ほ
か
三
者
に
よ

り
合
意
さ
れ
た
「
つ
い
で
見
回
り
・
通

報
」
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
効
率
的

な
捕
獲
が
実
現
で
き
た
こ
と
か
ら
、
新

た
な
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
と
し
て
期
待
が

高
ま
り
ま
し
た
。

【
資
源
活
用
課
】

　

今
年
度
の
新
た
な
取
組
と
し
て
実
施

し
た
「
ブ
ラ
ン
ド
材
を
用
い
た
新
た
な

洋
風
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ペ
」
に
つ
い
て
は
、
地
元
長
野
県
を

は
じ
め
、
関
東
か
ら
九
州
、
遠
く
は
海

外
在
住
の
方
か
ら
、
五
十
一
点
の
応
募

が
あ
り
、
高
校
生
か
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

一
級
建
築
士
な
ど
幅
広
い
分
野
の
方
に

よ
る
独
創
性
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
デ

ザ
イ
ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、

受
賞
作
品
を
決
定
し
、
そ
の
う
ち
、
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
「kagerou

（
馬
場
英
実
さ
ん
）
」、
準
グ
ラ
ン
プ
リ

の
「M

ountain range

（
矢
島
章
亜
さ

ん
）
」
及
び
「
ス
キ
マ
で
遊
ぶ
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
（
北
條
雅
治
さ
ん
）
」、
ア

パ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
部
門
入
選
の

「T
all

（
坂
根
和
昭
さ
ん
）」
の
四
作
品

に
つ
い
て
実
際
に
制
作
し
、
Ｊ
Ｒ
長
野

駅
に
直
結
す
るM

ID
O

RI

長
野
り
ん
ご

の
ひ
ろ
ば
に
お
い
て
、
展
示
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

多くの人で賑わいを見せた展示会

「
ブ
ラ
ン
ド
材
を
用
い
た
新
た
な

　
　

洋
風
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
コ
ン
ペ
」

�
受
賞
作
品
展
示
会
の
開
催

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
を
開
催

〈本局のトピックス〉

流木捕捉工の配置位置の縦断図
（東濃森林管理署ほか）

期間内のニホンジカ捕獲頭数
（南信森林管理署ほか）
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木
曽
森
林
管
理
署
か
ら
は
、
国
内
外

の
人
々
に
国
有
林
の
魅
力
を
発
信
す
る

た
め
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ス
ト
リ
ー
ト

ビ
ュ
ー
を
活
用
し
た
取
組
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
情
報
発
信
だ
け
で
な
く
、
傷

病
者
等
の
現
地
に
行
く
こ
と
が
困
難
な

方
へ
の
自
然
体
験
と
し
て
、
活
用
で
き

る
こ
と
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
有
林
部
門
で
は
、
岐
阜
県
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
協
会
か
ら
、
昨
年
七
月
の
豪
雨

の
被
災
結
果
を
基
に
、
屋
根
型
構
造
の

道
や
欧
州
式
の
管
渠
が
水
害
に
強
い
こ

と
が
示
さ
れ
、
今
後
増
加
す
る
と
予
測

さ
れ
る
水
害
へ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
富
山
県
森
林
研
究
所
か
ら

は
、
里
山
の
利
用
促
進
の
た
め
に
検
討

し
た
、
カ
ワ
ラ
タ
ケ
の
栽
培
方
法
と
簡

易
な
種
駒
作
成
方
法
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　

誰
で
も
簡
単
に
作
成
で
き
、
他
の
キ

ノ
コ
に
も
応
用
で
き
る
こ
と
が
ア
ピ
ー

ル
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
部
門
で
は
、
岐
阜
県
立
飛
騨
高

山
高
等
学
校
が
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
指

導
の
下
、
育
成
木
施
業
を
実
施
し
、
生

産
し
た
木
材
を
重
要
文
化
財
の
修
繕
等

に
活
用
す
る
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営

を
目
指
し
た
取
組
が
注
目
を
集
め
ま
し

た
。

　

一
日
目
の
発
表
終
了
後
に
は
、
信
州

大
学
農
学
部
岡
野
哲
郎
教
授
か
ら
国
有

林
部
門
に
つ
い
て
、
二
日
目
は
名
古
屋

大
学
大
学
院
生
命
農
学
研
究
科
田
中
隆

文
准
教
授
か
ら
民
有
林
・
学
生
部
門
に

つ
い
て
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
、
二
日
間
で
発
表
者
・

聴
講
者
等
を
含
め
延
べ
三
五
〇
名
を
超

え
る
参
加
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
盛
大
な

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
引
き
続
き

地
域
や
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
事
業
や

技
術
開
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
研

究
機
関
、
学
校
、
林
業
事
業
体
な
ど
関

係
機
関
や
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
森

林
・
林
業
技
術
の
更
な
る
推
進
と
普
及

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
部
森
林

管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（http://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/
chubu/fukyu/kouryuhappyoukai/
h30-kekka.htm

l

）

受賞者と審査関係者で記念写真

撮影機材を背負っての撮影作業
（木曽森林管理署）

〈本局のトピックス〉

７．７豪雨の被災結果の比較
（岐阜県フォレスター協会）

ホダ木から発生したカワラタケ
（富山県森林研究所）

育成木施業の今後の計画について
（岐阜県立飛騨高山高等学校）
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◎局長賞　優秀賞
番号 課　　　　題　　　　名 所　属 氏　名

5 樹齢170年を超えたヒノキ人工林の動態～赤沼田天保林の調査報告～ 森林技術・支援センター 三村　晴彦

6 既設治山ダムを活用した流木捕捉工の開発
　～流木災害防止緊急治山対策プロジェクト～

東濃署 菅野　暢晃
中部局 中澤　敏雄
中信署 宗廣　克徳

16 南信森林管理署における「ついで見回り・通報」の取組について
南信署 渡邊　　修

有永　　心
上伊那猟友会 竹入　正一

宮下建設 新井　伸弘

19 googleストリートビューを活用した国有林利用の推進 木曽署 池端久美子
古澤　　博

◎局長賞　努力賞
番号 課　　　　題　　　　名 所　属 氏　名

1 地域要望を踏まえた野々海川水源地域整備工事への取組み 北信署
中屋　　忍
諸見里穂高

2 民国の事業連携に向けた情報共有 木曽署 久保　喬之
三宅　悠平

3 ブナ二次林の密度管理について 富山署 日向　秀司
村中　健彦

4 助六実験林70％漸伐試験地のヒノキ天然更新について
　～20年間の調査データから～

ふれセン 黒田　　誠
木曽署 早川　幸治

7 鋼板セル谷止工の施工について 飛騨署 向澤　大樹

8 山腹崩壊地内に露出する粘土鉱物が及ぼす下流への
影響について（調査計画）

岐阜署 植松　裕太
中部森林技術

コンサルタンツ
兼松　和重
児波　昌則

9 OWL（3Dレーザースキャナー）についての考察
　～森林資源調査のための実用と応用の検証～ 富山署 山尾　真生

米澤　義則

10 ヒノキコンテナ苗の秋植植栽による生長量調査等の一考察について
　～民国連携～

東濃署 江崎　陽介
恵那農林事務所 多賀　　幸

11 D材販売と造林コストの低減 南木曽支署
依田　直紀
大橋　孝宏
杉村　智春

14 カラマツ種子の安定供給に向けた取組
　～清万採種園の整備～ 東信署 加東　良彬

島田　純樹

15 クマの錯誤捕獲を防止するニホンジカの捕獲方法について
やまびこ 加藤　　尚
中信署 谷澤　恭子

17 ニホンジカ「ついで捕獲、見回り」に取り組んで
　～職員負担の軽減につながるか～ 岐阜署 今井　琢磨

18 小型無人航空機（UAV）を活用した防護柵保全とシカ捕獲の試み

森山環境科学研究所 森山　　誠
愛知県森林

林業技術センター 石田　　朗

愛知所 埴岡　千尋

平成30年度中部森林技術交流発表会　入賞課題一覧表
国有林の部
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◎審査員特別賞
番号 課　　　　題　　　　名 所　属 氏　名
26 屋根型道づくり７．７豪雨の被災状況と課題 岐阜県フォレスター協会 中谷　和司

◎審査員特別賞　学生の部
番号 課　　　　題　　　　名 所　属 氏　名

30 環境性と経済性が安定して恒続する森林を目指して
　～育成木の選木方法の検討～ 岐阜県立飛騨高山高等学校 吉川　裕示

中斎　秀友

◎森林・林業振興賞
番号 課　　　　題　　　　名 所　属 氏　名

20 列状間伐がヒノキ人工林の植生回復と
表土流亡の抑止に及ぼす影響

岐阜県森林研究所 渡邉　仁志

森林技術・支援センター
三村　晴彦
堤　　隆博

富山署 千村　知博

21 １．５年生ヒノキ ・ コンテナ苗の植栽後の成長
岐阜県森林研究所

茂木　靖和
渡邉　仁志

森林技術・支援センター 三村　晴彦

24
機械賃料の見積りと張付け方式による
機械経費の積算について
　～現場発生木材をチップ化する作業に係る費用の計算例～

長野県佐久地域振興局 関　憲一郎

26 屋根型道づくり７．７豪雨の被災状況と課題 岐阜県フォレスター協会 中谷　和司

27 里山における機能性きのこカワラタケの栽培技術の開発 富山県農林水産総合技術センター
森林研究所 佐々木　史

29 岐阜県森林技術開発・普及コンソーシアムの取り組み
　～所有者自らが取り組む森林獣害対策を目指して～ 岐阜県立森林文化アカデミー 和田　　敏

◎奨励賞
番号 課　　　　題　　　　名 所　属 氏　名

12 チェンソー技術マニュアル
　～伐倒編～ 長野県林業大学校 一宮　　遼

島﨑　公輝
13 「観光林園（仮）」による試験的な木曽地域の活性化 長野県林業大学校 青柳　大輝
22 UAVによる間伐施業評価法の開発 名古屋大学 成田　周平
23 航空機LiDARによる簡易林相区分評価法の開発 名古屋大学 岩附　慶大

25 苗木生産現場での作業体験と業者への聞き取り調査に
基づく、苗木生産の事業化シミュレーション 岐阜県立森林文化アカデミー 木下　正基

28 猟友会の新規狩猟者定着施策の問題点
　～長野県上伊那地域を事例として～ 信州大学 小林　暁子

30 環境性と経済性が安定して恒続する森林を目指して
　～育成木の選木方法の検討～ 岐阜県立飛騨高山高等学校 吉川　裕示

中斎　秀友

31 廃材を利用した森林活用
　～箸づくりを通して森林の役割や大切さの啓発～ 長野県下高井農林高等学校

長谷川大貴
髙橋　優太
佐々木慎吾

32 全国の林業大学校における人材育成の比較 信州大学 原田　健司

33 林業大学校における入学試験の種類による
学生生活に対する考えの違い 名古屋大学 小川　高広

平成30年度中部森林技術交流発表会　入賞課題一覧表
民有林・学生の部
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平成 31年 2月 第 179号

【
岐
阜
森
林
管
理
署
】

　

昨
年
九
月
、
岐
阜
市
内
の
養
豚
場
で

感
染
が
確
認
さ
れ
た
家
畜
伝
染
病
豚
コ

レ
ラ
は
、
そ
の
後
各
方
面
へ
拡
散
し
、

養
豚
業
者
の
み
な
ら
ず
、
関
係
機
関
で

は
日
々
対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
岐
阜
県
、
関
係
市

町
村
で
は
「
豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
拡
散

防
止
」
に
つ
い
て
様
々
な
対
策
を
講
じ

て
お
り
、
岐
阜
署
も
協
力
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
被
害
の
拡
大
に
対
応
し
て
岐

阜
県
で
は
野
生
の
イ
ノ
シ
シ
が
ウ
イ
ル

ス
を
拡
散
さ
せ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

イ
ノ
シ
シ
の
移
動
防
止
柵
を
急
遽
、
設

置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
設

置
に
あ
た
っ
て
は
、
美
濃
市
の
古
城
山

国
有
林
の
一
部
も
対
象
と
な
り
、
年

末
・
年
始
の
慌
た
だ
し
い
中
、
県
や
美

濃
市
の
関
係
者
と
現
地
立
ち
会
い
等
を

行
い
迅
速
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岐
阜
市
内
の
金
華
山
国
有
林

で
は
、
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ
る
た

め
、
そ
の
登
山
者
が
野
生
イ
ノ
シ
シ
由

来
の
ウ
イ
ル
ス
を
拡
散
さ
せ
て
し
ま
う

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
岐
阜
県
か
ら
下
山
時
の
消
毒
に
関

す
る
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
県
の
担
当

者
と
現
地
で
打
合
せ
を
行
い
、
登
山
口

に
あ
る
看
板
に
注
意
喚
起
の
案
内
板
と

消
毒
剤
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

豚
コ
レ
ラ
に
関
し
て
は
、
引
き
続
き

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
必
要
な

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
北
信
森
林
管
理
署
】

　

当
署
管
内
に
は
、
三
十
六
の
ス
キ
ー

場
が
あ
り
、
昨
シ
ー
ズ
ン
は
二
百
六
十 

一
万
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ス
キ
ー
場
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
、「
北
信
地
区
ス
キ
ー
場
安

全
対
策
協
議
会
」
と
、「
長
野
広
域
地

区
観
光
客
安
全
対
策
連
絡
会
議
」
に
よ

り
、
毎
年
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
ス
キ
ー
場
が
国
有
林

に
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に

当
署
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
一
月
十
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
実
施
し
、
当
署
か
ら
は
、
ス

キ
ー
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
五
名
が
参
加

し
、
国
、
県
、
市
町
村
、
パ
ト
ロ
ー
ル

員
や
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
、
学
校
や
遭
対
協

等
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
と
こ
ろ
で
は
、「
斑
尾
」
で
は
、

深
雪
コ
ブ
な
ど
、
三
十
一
コ
ー
ス
す
べ

て
を
、「
竜
王
」
で
は
、
上
級
者
用
の

深
雪
コ
ー
ス
を
、「
野
沢
温
泉
」
で
は

滑
走
レ
ベ
ル
に
分
か
れ
緩
斜
面
か
ら
上

級
コ
ー
ス
ま
で
を
実
施
す
る
な
ど
、
多

く
の
ス
キ
ー
場
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
ス
キ
ー
場
パ
ト

ロ
ー
ル
員
の
先
導
で
コ
ー
ス
を
滑
走
し

な
が
ら
、
規
制
ロ
ー
プ
や
ネ
ッ
ト
、
標

識
類
な
ど
の
状
況
を
確
認
し
、
質
疑
、

講
評
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
評
で
は
、「
リ
フ
ト
に
枝
が
当
た
っ

て
い
る
」、「
積
雪
が
少
な
い
た
め
国
有

林
の
境
界
見
出
標
を
移
動
さ
せ
た
い
」

な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
早
急
に
対
応

す
る
こ
と
を
事
業
者
に
伝
え
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
本

パ
ト
ロ
ー
ル
を

通
じ
、
よ
り
安

全
で
快
適
な
ス

キ
ー
場
の
管
理

運
営
に
協
力
し
、

地
域
の
活
性
化

に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

緊
急
対
策
「
豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス

�

拡
散
防
止
」
へ
の
協
力

ス
キ
ー
場
の
安
全
対
策

�

パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加

志賀高原18スキー場
での状況確認

設置した野生イノシシ移動防止柵
（古城山沿い）

登山者へ消毒のお願い案内板

斑尾高原スキー場

〈各地からのたより〉
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【
東
信
森
林
管
理
署
】

　

十
二
月
二
十
七
日
、
地
元
の
臼
田
保

育
園
の
園
児
二
十
六
名
が
当
署
を
訪
問

し
、
か
わ
い
い
歌
声
を
響
か
せ
ま
し

た
。
園
児
の
訪
問
は
例
年
恒
例
と
な
っ

て
お
り
今
回
で
十
五
回
目
と
な
り
ま

す
。
以
前
は
い
く
つ
か
の
官
庁
を
廻
っ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
今
は
当
署
の
み

と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
は
事
務
室
で
仕
事
風
景
を
見

学
。
森
林
ふ
れ
あ
い
担
当
が
判
り
や
す

く
仕
事
の
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
会

議
室
で
、
園

児
が
「
一
〇 

〇
％
勇
気
」、

「
世
界
じ
ゅ
う

の
子
供
達

が
」、「
十
二

支
の
う
た
」

の
三
曲
に
合

わ
せ
、
か
わ

い
い
歌
声
と

ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
山
で
伐
っ
た
木
は
、
そ
の

後
ど
う
な
る
の
で
す
か
」、「
大
き
な
太

い
木
は
、
ど
う
や
っ
て
伐
る
の
で
す

か
」
な
ど
事
前
に
園
児
か
ら
出
さ
れ
て

い
た
質
問
に
対
し
、
森
林
ふ
れ
あ
い
担

当
が
写
真
等
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し

た
。
飛
び
入
り
で
「
山
猫
は
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
が
出
て

職
員
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。
最
後
に
、
当

署
で
準
備
し
た
白
樺
の
コ
ー
ス
タ
ー
に

思
い
思
い
の
絵
を
描
く
な
ど
、
木
と
の

ふ
れ
あ
い
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

園
児
か
ら
、
折
り
紙
を
ち
ぎ
っ
て

作
っ
た
イ
ノ
シ
シ
の
ポ
ス
タ
ー
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
事
務
室
入
口
に

飾
り
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
十
二
月
を
迎
え
る
と
、
こ

の
臼
田
保
育
園
を
含
め
、
地
元
の
二
保

育
施
設
に
森
林
整
備
の
際
に
伐
っ
た
木

を
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。

　

園
児
に
「
や

ま
」
の
魅
力
を

伝
え
ら
れ
る
大

切
な
機
会
と
捉

え
、
今
後
も
実

施
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
愛
知
森
林
管
理
所
】

　

二
月
四
日
に
、
生
産
性
向
上
実
現
Ｐ

Ｊ
、
Ａ
会
議
を
愛
知
森
林
管
理
事
務
所

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
Ｐ
会
議
以
降
出
席
い
た
だ

い
た
県
、
市
町
村
、
林
業
事
業
体
な
ど

約
三
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
Ａ
会
議
は
、
事
業
終
了
後
の
実

行
結
果
集
約
、
日
報
の
最
終
分
析
等
を

行
い
、
改
善
内
容
の
検
討
を
行
う
こ
と

で
作
業
シ
ス
テ
ム
等
を
検
討
し
て
生
産

性
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

保
育
園
児
が
職
場
を
訪
問

生
産
性
向
上
実
現

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｐ
Ｊ
）

�

四
年
目
も
続
け
て
開
催

〈各地からのたより〉

　

今
年
度
か
ら
、
実
行
事
業
体
以
外
の

林
業
事
業
体
も
Ｐ
会
議
か
ら
参
加
し
て

い
る
こ
と
が
特
記
す
べ
き
取
り
組
み
で

す
。
参
加
事
業
体
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
感
化
さ
れ
、
自
社
が
実
行
す
る

事
業
で
Ｐ
（
計
画
）・
Ｄ
（
実
行
）・
Ｃ

（
評
価
）・
Ａ
（
改
善
）
を
回
す
工
夫
が

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
生
産
性
向
上
実
現
Ｐ
Ｊ
四

年
目
を
迎
え
る
新
城
森
林
組
合
は
、
同

一
班
で
の
事
業
実
行
で
定
性
・
列
状
間

伐
の
両
作
業
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
昨
年
度
を
大
き
く
上
回
る
十
・

三
四
立
方
㍍
／
人
・
日
（
平
成
二
十
九

年
八
・一
八
立
方
㍍
／
人
・
日
、
列
状

間
伐
の
み
）
の
生
産
性
を
達
成
し
ま
し

た
。

　

Ａ
会
議
内
で
の
質
疑
で
は
事
業
体
、

県
等
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
そ

の
他
に
も
国
土
防
災
技
術
（
株
）
よ
り

「
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
単
木
抽
出
と
精
度

検
証
」
の
報
告
な
ど
産
官
学
が
有
意
義

な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
四
年
目
を
迎
え
る
本
Ｐ
Ｊ
で

す
が
、
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用

し
、
民
有
林
へ
技
術
の
伝
道
を
進
め
循

環
型
林
業
へ
資
す
る
取
組
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

園児が、かわいいダンスを披露

生産性向上ＰＪ、Ａ会議の様子

園児からのプレゼント
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【
飛
騨
森
林
管
理
署
】

　

広
葉
樹
の
ま
ち
づ
り
セ
ミ
ナ
ー
は
、

飛
騨
市
の
豊
か
な
森
林
資
源
に
新
し
い

価
値
を
提
案
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

飛
騨
市
が
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

森
林
に
係
わ
る
様
々
な
分
野
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
講
師
を
招
き
『
ア
ウ
ト
ド

ア
と
森
林
の
価
値
』・『
森
と
人
を
つ
な

ぐ
仕
事
』
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講

演
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

六
回
目
と
な
る
今
回
は
、
二
月
六

日
、
里
山
保
全
組
織
猪
鹿
庁
の
セ
ミ

ナ
ー
は
興
膳
健
太
氏
よ
り
『
狩
猟
に
ま

つ
わ
る
現
状
と
課
題
、
そ
し
て
そ
の
可

能
性
』
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

興
膳
氏
は
、
山
が
よ
く
な
ら
な
い
と

動
物
が
育
た
な
い
し
、
田
舎
に
人
が

い
っ
ぱ
い
い
れ
ば
獣
害
も
な
く
な
る
。

人
を
入
れ
る
こ
と
が
獣
益
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
都
会
で
は
、「
ク
ラ

ウ
ド
ハ
ン
タ
ー
」
な
ど
都
会
に
い
て
も

狩
猟
に
参
加
で
き
る
機
会
の
創
出
、
ジ

ビ
エ
の
価
値
を
高
め
る
「
日
本
猪
祭

り
」
開
催
な
ど
、
獣
害
を
獣
益
に
変
え

る
画
期
的
な
取
組
を
ご
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
ジ
ビ
エ
が
振
る

舞
わ
れ
、
参
加
者
は
、
調
理
方
法
に
も

興
味
津
々
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
『
広
葉
樹
の
ま
ち
づ
く

り
セ
ミ
ナ
ー
』
は
、
森
林
を
題
材
と
し

た
ま
ち
づ
く

り
の
可
能
性

を
探
る
よ
い

機
会
で
あ

り
、
今
後
と

も
注
目
し
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
南
木
曽
支
署
】

　

旧
庁
舎
敷
に
建
替
を
進
め
て
い
た
、

木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署
の
新
庁

舎
が
、
こ
の
程
完
成
し
二
月
二
十
日
落

成
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
、
木
造
二
階
建
、
延
べ
床

面
積
四
五
八
平
方
㍍
、
外
観
は
妻
籠
宿

の
街
並
み
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
内
装
に

は
、
地
元
の
銘
木
「
木
曽
ひ
の
き
」
を

使
用
、
会
議
室
は
カ
ラ
マ
ツ
集
成
材
に

よ
る
ト
ラ
ス
構
造
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
構
造
材
に
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
無
垢
製
材

品
、
土
台
や
下
地
材
等
見
え
な
い
と
こ

ろ
に
も
国
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
す

る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
寄

与
す
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
を
導

入
し
て
い
ま
す
。

　

落
成
式
で
は
、
地
元
町
村
長
等
の
お

祝
い
の
言
葉
を
頂
戴
す
る
と
と
も
に
、

局
長
か
ら
庁
舎
建
設
に
当
た
っ
た
関
係

者
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
ほ
か
、
支
署

長
が
、
森
林
整
備
事
業
・
治
山
事
業
の

推
進
を
誓
い
、
記
念
撮
影
を
し
て
終
了

し
ま
し
た
。

飛
騨
市
の
広
葉
樹
の
ま
ち
づ
く
り

�

セ
ミ
ナ
ー
を
紹
介

南
木
曽
支
署
新
庁
舎
落
成
式
を
開
催

〈各地からのたより〉

南木曽支署新庁舎

セミナーで講演する興膳健太氏

会場で振る舞われたシカ肉

木質ペレットボイラー

ペレット
燃料
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第 179号 平成 31年 2月
　

岐
阜
県
中
津
川
市
苗
木
に
あ
り
、
木

曽
川
右
岸
四
百
三
十
二
㍍
の
高
所
に
築

か
れ
た
苗な

え
ぎ
じ
ょ
う

木
城
跡
（
国
指
定
史
跡
）
を

紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
城
跡
は
、
平
成
二
十
九
年
に

「
日
本
の
城
ベス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ一〇
〇
」
の

専
門
誌
に
お
い
て
第
二
十
九
位
、「
絶

景
！
山
城
ベス
ト一〇
」
で
は
堂
々
の
第
一

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
昨
年
の
十
一
月
に

は
、
月
間
と
し
て
過
去
最
多
の
一
万
三 

千
六
百
二
十
人
の
来
場
者
数
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

苗
木
城
は
江
戸
時
代
の
苗
木
藩
の
藩

庁
が
置
か
れ
て
い
た
城
で
す
。
築
城
は
南

北
朝
時
代
初
め
と
も
、
戦
国
時
代
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
往
時
は
、
壁
の
色
か

ら
赤
壁
城
と
も
呼
ば
れ
、
約
一
万
石
の

小
藩
の
城
な
が
ら
山
頂
に
は
三
層
の
天
守

が
あ
った
と
いい
ま
す
。

　

城
跡
に
現
在
、
建
物
は
残
って
い
ま
せ

ん
が
、
天
守
台
、
石
垣
、
堀
、
曲
輪
な

ど
の
遺
構
が
残
って
い
ま
す
。
特
に
自
然

の
巨
石
を
利
用
し
取
り
込
ん
だ
石
垣
が

見
事
で
最
大
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
敷
地
の
確
保
が
困
難
な
状
況

に
あ
っ
た
た
め
、
建
物
の
建
築
方
法
に
懸

造
り
（
崖
や
池
な
ど

の
上
に
建
物
を
長
い

柱
と
貫
で
固
定
し
、

床
下
を
支
え
る
建
築

方
法
）
が
使
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
自
然

の
地
形
を
最
大
限
に

利
用
し
た
山
城
と

な
って
い
ま
す
。

　

山
頂
の
巨
石
の
上

に
は
天
守
展
望
台
が

あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
あ
っ
た
穴
を
利
用

し
、
当
時
の
構
造
を
再
現
し
た
も
の
で

す
。
展
望
台
の
眼
下
に
は
木
曽
川
が
流

れ
、
中
津
川
市
内
と
恵
那
山
の
眺
め
は

ま
さ
に
絶
景
で
す
。

　

城
跡
か
ら
十
分
ほ
ど
歩
く
と
「
苗
木

さ
く
ら
公
園
」
が
あ
り
ま
す
。
四
月
上

旬
に
開
催
さ
れ
る
さ
く
ら
祭
り
で
は
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
幻
想
的
な
雰
囲
気

を
醸
し
だ
し
た
夜
桜
を
散
策
で
き
ま
す
。

寒
暖
差
の
あ
る
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、

早
朝
に
雲
海
が
広
が
る
雄
大
な
景
色
が

望
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
苗

木
城
の
入
り
口
に
は
中
世
か
ら
明
治
初

期
に
至
る
歴
史
的
文
化
遺
産
を
保
存
・

公
開
し
て
い
る
苗
木
遠
山
史
料
館
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

※
写
真
は
中
津
川
市
提
供

ご当地

自慢
苗木城跡

東濃署

71

苗木城跡の全景

展望台からの絶景

苗木さくら公園の幻想的な夜桜

中央道

★
苗木城跡R257

R1
9

中津川 ＩＣ

恵那駅

中津川
駅

◆
ア
ク
セ
ス

　

中
央
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
二
十

分
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【
岐
阜
森
林
管
理
署
　
七
宗
森
林
事
務
所
】

�

森
林
官　

古
田　

誠

　

七
宗
森
林
事
務
所
は
岐
阜
県
加
茂
郡

七
宗
町
に
所
在
し
て
お
り
、
県
中
部
に

あ
た
る
飛
騨
川
流
域
を
管
轄
し
、
国
有

林
野
一
、九
一
六
㌶
、
官
行
造
林
地

三
三
四
㌶
を
、
森
林
官
、
森
林
技
術

員
、
行
政
専
門
員
の
三
名
で
管
理
し
て

い
ま
す
。

　

管
内
の
国
有
林
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

を
中
心
と
し
た
人
工
林
が
九
五
％
を
占

め
て
お
り
、
七
宗
町
に
あ
る
七
宗
国
有

林
と
東
白
川
村
に
あ
る
越
原
国
有
林
の

二
団
地
で
、
木
材
生
産
、
森
林
育
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
官
行
造
林
地
は
郡
上
市
和
良

町
鹿
倉
地
区
や
八
百
津
町
論
出
地
区
な

ど
が
あ
り
、
管
理
面
積
が
少
な
い
割
に

点
在
し
て
い
る
た
め
、
広
域
的
な
管
理

を
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

業
務
も
多

岐
に
わ
た
り
、

各
種
調
査
か

ら
林
野
巡
視

の
ほ
か
、
民

有
林
と
協
定
締
結
し
た
共
同
施
業
団
地

で
の
技
術
指
導
な
ど
一
年
を
通
し
て
各

種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
こ
の
地
域
を
管
理
し
て
い
く
上

で
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
ニ
ホ
ン

ジ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
で
す
。
被
害
の

拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
く
く
り
罠
を
職
員

に
よ
り
設
置
し
、
地
域
の
猟
友
会
と
連

携
し
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
今
年
度
は
伐
造
一
貫
作
業
を

実
施
し
た
箇
所
を
重
点
的
に
数
十
箇
所

の
く
く
り
罠
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
生
息
調

査
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
岐
阜
県
環
境
生
活
部
環

境
企
画
課
と
も
連
携
し
て
、
シ
カ
が
ど

の
よ
う
な
餌
を
好
む
の
か
、
給
餌
調
査

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
で

デ
ー
タ
収
集
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
効

率
的
な
捕
獲
が
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
野
生
動
物
の
美
食
化
が
進
ん

で
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
市
街
地
へ
の

出
没
が
増
え
る
の
が
不
安
で
す
。
今

後
、
調
査
結
果
に
よ
っ
て
は
捕
獲
の
取

組
の
重
要
度

が
増
し
て
く

る
と
思
い
ま

す
。
地
道
な

作
業
で
す
が

根
気
よ
く
続

け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
、

自
分
が
森
林

官
に
な
っ
て

以
降
、
森
林
技
術
員
等
が
減
少
し
て
い

き
技
術
の
継
承
等
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
場
で
の
作
業
同
行

を
極
力
行
う
な
ど
し
て
、
少
し
で
も
国

有
林
野
事
業
推
進
の
た
め
経
験
を
積
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

二
〇
一
八
年
、
昨
年
の
漢
字
が

「
災
」
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

林
業
は
よ
り
防
災
対
策
が
求
め
ら
れ
、

ま
す
ま
す
多
様
な
森
づ
く
り
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
か
自
問
自
答
し
つ
つ
、
地
元

の
方
々
と
の
お
付
き
合
い
の
中
で
日
常

業
務
や
自
分
自
身
の
成
長
に
様
々
な
ヒ

ン
ト
や
ア
イ
デ
ア
を
掴
ん
で
い
ま
す
。

生
命
と
財
産
を
守
る
森
林
の
管
理
は
大

き
な
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
森

林
を
、
皆
さ
ん
と
も
に
未
来
に
伝
え
ま

し
ょ
う
。

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂

民有林関係者との捕獲技術検討

〈森
も り

林でのお仕事紹介コーナー（農林水産省林
りんやちょう

野庁）〉
　
国
有
林
と
言
え
ば
現
場
、
現
場
と
言
え
ば

森
林
官
！
し
か
し
、
一
般
の
方
に
は
余
り
馴

染
み
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
各
地
に
あ
る
森
林
事
務
所
や
地
域

の
特
色
、
森
林
官
の
仕
事
な
ど
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

事務所玄関にて（中央が筆者）

署の若手職員とくくり罠を設置
トラック運材等に
支障になる潅木の除去
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有
限
会
社
　
愛
宝
産
業

　
　
　
　
　
　
　

田た
が
み上　

友ゆ

き

こ
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
（
二
○
一
七
年
入
社
）

■
事
業
の
概
要

　

請
負
事
業
：�

森
林
環
境
保
全
整
備
事

業
（
保
育
間
伐
活
用
型

飛
騨
９
ウ
レ
山
）

　

発
注
者
：
飛
騨
森
林
管
理
署

　

現
場
は
六
十
五
年
生
の
ス
ギ
・
カ

ラ
マ
ツ
人
工
林
で
す
が
、
有
用
広
葉
樹

が
育
成
し
て
い
る
箇
所
は
保
残
に
も
留

意
し
て
間
伐
を
行
い
、
多
様
な
森
林
へ

誘
導
す
る
施
業
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
根
曲
が
り
等
で
形
質
の
悪
い

間
伐
木
で
も
極
力
搬
出
し
、
需
要
の
高

ま
っ
て
い
る
パ
ル
プ
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
燃
料
材
の
生
産
に
努
め
、
資
源
の
有

効
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
現
場
で
の
役
割
・
魅
力

　

現
場
で
は
、
二
～
三
人
で
チ
ー
ム
を

組
ん
で
作
業
し
、
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
、

ウ
イ
ン
チ
付
グ
ラ
ッ
プ
ル
を
使
っ
た
集

材
作
業
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
運
搬
作
業
を

メ
イ
ン
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

無
線
で
連
絡
を
取
り
な
が
ら
連
携
し

て
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
う
ま

く
い
か
な
い
時
も
あ
り
ま
す
。
作
業
者

同
士
で
知
恵
を
だ
し
合
い
試
行
錯
誤
を

重
ね
な
が
ら
改
善
点
を
見
つ
け
て
い
き

ま
す
。
効
率
よ
く
作
業
が
で
き
て
順
調

に
終
わ
っ
た
時
の
達
成
感
は
ひ
と
し
お

で
す
。

　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
よ
い
の
も
、
同
じ

目
的
を
も
っ
て
一
緒
に
悩
ん
で
話
し
合

う
機
会
が
多
い
か
ら
な
の
か
な
、
と
。

街
か
ら
離
れ
た
、
自
然
の
中
で
の
作
業

環
境
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、
人
と

の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

て
い
ま
す
。

■
森
林
・
林
業
の
世
界
に

�

入
っ
た
き
っ
か
け

　

転
職
を
考
え
て
い
た
時
に
林
業
を

や
っ
て
い
た
友
人
に
誘
わ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
体
を
動
か
す
こ
と
が

好
き
で
し
た
し
、
前
職
の
建
設
会
社
の

作
業
環
境
と
比
べ
て
も
、
体
力
的
に
大

変
そ
う
だ
と
は
あ
ま
り
思
わ
ず
、
環
境

を
変
え
る
の
に
ち
ょ
う
ど
良
い
か
な
と

い
っ
た
感
じ
で
し
た
。

　

初
め
て
現
場
を
見
学
し
た
と
き
に

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
ク
サ
ビ
を
使
っ
て
大

き
な
木
を
倒
す
姿
を
見
て
度
肝
を
抜
か

れ
ま
し
た
。
指
定
し
た
方
向
に
し
っ
か

り
伐
倒
す
る
技
術
、
地
面
か
ら
伝
わ
る

地
震
と
間
違
う
ほ
ど
の
振
動
。
何
も
か

も
が
新
鮮
で
一
気
に
惹
か
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
私
で
も
で
き
る
だ
ろ
う
か
と

い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
か

自
分
も
あ
ん
な
大
き
な
木
を
倒
し
て
み

た
い
。
そ
う
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
う
な
れ
る
よ
う
に
経

験
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

林
業
で
は
体
を
動
か
す
仕
事
が
メ
イ

ン
で
す
が
機
械
を
使
っ
た
仕
事
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
重
機
の
操
縦
や
ト

ラ
ッ
ク
の
運
転
な
ど
体
力
に
自
信
が
な

く
て
も
で
き
る
仕
事
も
多
い
の
で
、
性

別
に
関
係
無
く
活
躍
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
基
本
的
に
日
が
落
ち
る
前
に

は
作
業
を
終
え
帰
路
に
就
く
の
で
残
業

は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
で
の
時
間
も
し
っ

か
り
作
れ
る
こ
と
も
、
こ
の
職
場
の
魅

力
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
ウ
イ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ッ
に
打
ち
込
め
る
時
間

が
作
れ
て
気
に
入
っ
て
ま
す
。

〈森
も り

林でのお仕事紹介コーナー（森林・林業）〉
シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
・
林
業
界
か
ら
の
便
り
﹂

　
受
注
し
て
く
だ
さ
る
民
間
事
業
体
あ
っ
て

の
国
有
林
。
そ
こ
で
、
国
有
林
の
植
林
や
間

伐
な
ど
を
行
う
森
林
・
林
業
事
業
体
か
ら
の

投
稿
を
も
と
に
、
頑
張
っ
て
い
る
若
者
や
女

性
技
術
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

作業現場の田上さん

グラップルを使って集材中

国体選考会：２月に国体出場予定
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も り

林でのお仕事紹介コーナー（林業土木）〉　
奧
田
工
業
　
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　

中な
か
む
ら村　

優ゆ
う

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
一
七
年
入
社
）

■
事
業
の
概
要

　

請
負
工
事
：�

長
通
川
（
シ
カ
ク
ボ

沢
）
復
旧
治
山
工
事

　

発
注
者
：�

木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽

支
署

　

本
工
事
は
、
木
曽
川
支
流
の
長
通
川

に
合
流
す
る
シ
カ
ク
ボ
沢
源
流
よ
り
約

三
百
㍍
下
流
に
あ
る
、
平
均
河
床
勾
配

三
二
㌫
、
両
岸
が
角
度
四
十
度
～

四
十
五
度
と
急
勾
配
の
山
に
囲
ま
れ
た

渓
谷
に
、
谷
止
工
を
施
工
す
る
工
事
で

す
。

　

当
工
事
は
、
林
道
よ
り
六
十
㍍
以
上

も
下
に
現
場
が
あ
る
の
で
、
ケ
ー
ブ
ル

ク
レ
ー
ン
を
使
用
し
て
重
機
を
分
解
・

搬
送
し
ま
し
た
。
ま
た
、
作
業
地
は
、

土
砂
崩
落
の
危
険
な
状
態
に
あ
っ
た
た

め
、
法
面
に
繊
維
モ
ル
タ
ル
吹
付
を
行

い
、
安
全
を
確
保
し
て
か
ら
作
業
に
取

り
か
か
り
ま
し
た
。

■
現
場
で
の
役
割
・
魅
力

　

私
は
監
理
技
術
者
の
補
佐
と
し
て
、

日
々
学
び
な
が
ら
現
場
の
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
。

　

現
場
の
魅
力
は
、
何
も
な
い
所
か
ら

協
力
会
社
の
人
た
ち
と
一
緒
に
造
り
上

げ
て
、
目
に
見
え
る
変
化
が
あ
る
こ
と

で
す
。

　

自
分
一
人
の
力
で
は
決
し
て
や
り
通

せ
る
仕
事
で
は
な
い
の
で
、
た
く
さ
ん

の
人
達
と
協
力
し
て
何
か
を
造
り
上
げ

る
達
成
感
は
大
い
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
四
季
折
々
の
景
色
を
楽
し
め

る
の
で
、
自
然
が
好
き
な
人
に
は
魅
力

の
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

■
森
林
・
林
業
の
世
界
に

�

入
っ
た
き
っ
か
け

　

私
は
高
校
を
卒
業
し
た
ら
大
学
に
行

か
な
い
で
就
職
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
色
々
な
資
格
を
取
れ
る
高
校
に

行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
特
に
こ
の
仕

事
が
や
り
た
い
と
強
く
思
え
る
仕
事
が

な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
就
職
先
を
探

し
て
い
る
と
き
に
周
り
か
ら
す
す
め
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
の
職
場

に
い
ま
す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

土
木
工
事
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、

自
分
が
就
職
す
る
前
も
そ
う
で
し
た

が
、
力
仕
事
で
き
つ
い
と
正
直
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
現
場
に

た
っ
て
働
い
て
み
る
と
、
見
た
こ
と
も

な
い
重
機
や
ハ
イ
テ
ク
な
機
械
な
ど
た

く
さ
ん
あ
っ
て
、
昔
み
た
い
に
と
て
も

大
変
そ
う
な
職
種
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は

無
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
回
同
じ
工
事
内
容
と
い
う

訳
で
は
な
い
の
で
、
飽
き
る
こ
と
な
く

新
鮮
な
気
持
ち
で
仕
事
に
望
め
る
と
思

い
ま
す
。

　

少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
ら

是
非
会
社
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
！

シ
リ
ー
ズ

﹁
林
業
土
木
業
界
か
ら
の
便
り
﹂

　
受
注
し
て
く
だ
さ
る
民
間
事
業
体
あ
っ
て

の
国
有
林
。
そ
こ
で
、
国
有
林
の
林
道
や
治

山
工
事
な
ど
を
行
う
森
林
土
木
事
業
体
か
ら

の
投
稿
を
も
と
に
、
頑
張
っ
て
い
る
若
者
や

女
性
技
術
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

モルタル吹付の立合

出来形を確認中

中村優さん（測量中）
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①�

３
月
中　
「
平
成
こ
ぶ
し
街
道
」
の
コ
ブ
シ

の
花
が
見
頃�

（
岐
阜
署　

関
市
）

　

美
濃
（
関
市
）
と
南
飛
騨
（
下
呂
市
金
山

町
）
を
結
ぶ
県
道
五
八
号
線
は
「
平
成
こ
ぶ
し

街
道
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
お
り
、
沿
道
に

は
多
く
の
「
こ
ぶ
し
の
木
」
が
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
真
っ
白
な
花
が
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

②�

２
日　

長
野
県
上
松
技
術
専
門
校
「
技
能

祭
」�

（
木
曽
署　

上
松
町
）

　

木
工
科
、
木
材
造
形
科
訓
練
生
が
製
作
し
た

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
技
能
祭
で
は
こ
れ
ら

の
作
品
が
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
完
成
度
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
家
具
を
間
近
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

③
３
日
～
４
日　

南
砺
市
ア
イ
ス
フ
ェ
ス

�

（
富
山
署　

南
砺
市
）

　

瑞
泉
寺
再
建
に
始
ま
り
二
百
年
余
り
の
歴
史

を
持
つ
「
井
波
彫
刻
」
で
知
ら
れ
る
南
砺
市
井

波
は
、
彫
刻
師
約
三
百
名
、
工
房
約
百
件
を
抱

え
る
日
本
一
の
木
彫
刻
の
町
で
す
。
そ
の
井
波

で
井
波
彫
刻
の
魅
力
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
の
一

つ
と
し
て
、
お
雛
様
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

④��

６
日
～
７
日　

生
産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ

ム
取
組
事
例

発
表
会

�

（
資
源
活
用

課
・
木
曽
署

　

長
野
市
・

上
松
町
）

　

平
成
三
十

年
度　

生
産

性
向
上
実
現

プ
ロ
グ
ラ
ム

取
組
事
例
発

表
会
、
モ
デ
ル
事
業
地
で
の
優
良
取
組
事
例
を

中
部
森
林
管
理
局
（
６
日
）
と
木
曽
森
林
管
理

署
（
７
日
）
の
二
会
場
に
お
い
て
、
開
催
し
ま

す
。

⑤
９
～
10
日　

ド
ロ
ー
ン
の
撮
影
ツ
ア
ー

�

（
南
信
署　

駒
ヶ
根
市
ほ
か
）

　

中
央
ア
ル

プ
ス
千
畳
敷

カ
ー
ル
を
は

じ
め
と
し
て

駒
ヶ
根
市
、

飯
島
町
、
宮

田
村
、
中
川

村
の
絶
景
ス

ポ
ッ
ト
を
巡

り
空
撮
を
楽

し
め
ま
す
。

ツ
ア
ー
限
定

で
国
や
市
町

村
の
飛
行
許

可
等
を
得
て
お
り
、
大
手
ド
ロ
ー
ン
会
社
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
に
よ
り
安
全
飛
行
の
ポ
イ
ン
ト
や
空

撮
の
コ
ツ
等
の
講
習
が
あ
る
た
め
、
初
心
者
で

も
体
験
が
可
能
。
三
月
五
日
ま
で
受
付
、（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）。

⑥
上
旬　
「
岐
阜
梅
林
公
園
」
の
梅
花
が
見
頃

�

（
岐
阜
署　

岐
阜
市
）

　

金
華
山
国
有
林
の
南
麓
に
あ
る
「
岐
阜
梅
林

公
園
」
は
、
五
十
種
千
三
百
本
の
梅
の
木
が
植

え
ら
て
お
り
様
々
な
花
が
楽
し
め
ま
す
。
九
、

十
日
に
は
、
同
公
園
を
中
心
に
「
ぎ
ふ
梅
ま
つ

り
」
が
催
さ
れ
ま
す
。

⑦�

上
旬　

第
44
回
白
馬
五
竜
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル�

（
中
信
署　

白
馬
村
）

　

白
馬
五
竜
＆
Ｈ
ａ
ｋ
ｕ
ｂ
ａ
47
恒
例
の
ウ
ィ

ン
タ
ー
感
謝
祭
！
迫
力
の
太
鼓
演
奏
に
始
ま

り
、
幻
想
的
な
た
い
ま
つ
滑
走
・
大
龍
滑
走
や

甘
酒
の
ふ
る
ま
い
、
大
抽
選
会
、
打
ち
上
げ
花

火
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

⑧
上
旬
か
ら
下
旬　

福
寿
草
ま
つ
り

�

（
中
信
署　

松
本
市
）

　

信
州
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
福
寿
草
。
松
本

市
郊
外
四
賀
の
赤
怒
田
地
区
に
は
、
五
十
万
株

も
の
福
寿
草
が
自
生
、
日
が
照
れ
ば
開
き
、
陰

れ
ば
閉
じ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
な
が
ら
二
～
三

週
間
咲
き
続
け
、
地
区
一
面
を
黄
金
色
に
染
め

上
げ
ま
す
。

　月
の

〜
魅
力
イ
ッ
パ
イ
国
有
林
〜

聴
き
ど
こ
ろ

見
ど
こ
ろ

3

【
上
　
旬
】
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⑨�
中
旬　

段
戸
湖
ル
ア
ー
･
フ
ラ
イ
釣
場
オ
ー

プ
ン�

（
愛
知
所�

設
楽
町
）

　

段
戸
湖
面
が
凍
結
す
る
ま
で
の
約
九
ヶ
月

間
、
段
戸
裏
谷
の
原
生
林
に
囲
ま
れ
た
中
で
、

ル
ア
ー･

フ
ラ
イ
が
堪
能
で
き
ま
す
。

⑩
15
日
～�

全
日
本
ラ
リ
ー
選
手
権
（
第
二
戦
）

�

（
愛
知
所�

新
城
市
）

　

日
本
最
大
級
の
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
県
営
新

城
総
合
公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
迫
力
あ
る

ト
ッ
プ
レ
ー
サ
ー
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

⑪�

16
日
～
17
日　

は
と
車
カ
ッ
プ
Ｇ
Ｓ
Ｌ
大
会

及
び
デ
ィ
ア
ヴ
ァ
イ
セ
ラ
ウ
シ
ュ
大
会

�

（
北
信
署　

野
沢
温
泉
村
）

☆ 

は
と
車
カ
ッ
プ
Ｇ
Ｓ
Ｌ
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

ラ
ロ
ー
ム
）
大
会

　

ポ
ー
ル
を
滑
り
速
さ
を
競
う
競
技
ス
キ
ー
を

気
軽
に
体
験
。
誰
も
が
参
加
で
き
る
お
客
様
ス

キ
ー
大
会
。

☆
デ
ィ
ア
ヴ
ァ
イ
セ
ラ
ウ
シ
ュ
大
会

　

決
め
ら
れ
た
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
山
麓
の
ゴ
ー

ル
を
目
指
す
。
山
頂
か
ら
い
っ
き
に
滑
り
下
り

る
爽
快
感
が
魅
力
。

⑫�
21
日
～　

ホ
タ
ル
イ
カ
の
旬
が
到
来
（
ホ
タ

ル
イ
カ
海
上
観
光
）�

（
富
山
署　

滑
川
市
）

　

富
山
県
屈
指

の
漁
獲
量
を
誇

る
滑
川
漁
港

を
、
夜
明
け
前

に
出
港
し
、
富

山
県
な
ら
で
は

の
定
置
網
に
よ

る
ホ
タ
ル
イ
カ

漁
を
観
光
船
か

ら
見
学
。
幻
想
的
に
き
ら
め
く
ホ
タ
ル
イ
カ
の

神
秘
の
光
や
漁
師
た
ち
の
漁
の
様
子
な
ど
、
普

段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き

ま
す
。
三
月
二
十
一
日
～
五
月
六
日
開
催
予

定
。

⑬
23
日
～
24
日　

南
砺
い
の
く
ち
椿
ま
つ
り

�

（
富
山
署　

南
砺
市
）

　

富
山
県
南
砺
市
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
南

砺
い
の
く
ち
椿
ま
つ
り
」。
毎
年
三
月
に
開
催

さ
れ
る
こ
の
ま
つ
り
は
、
椿
を
題
材
に
四
季
を

う
た
っ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
一
輪
挿
し
、
椿
の

鉢
植
え
・
生
花
・
椿
を
あ
し
ら
っ
た
作
品
な

ど
、
椿
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
椿
苗
や

椿
グ
ッ
ズ
等
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
す
。

⑭
23
日
～�

Ｏ
Ｓ
Ｊ�

新
城
ト
レ
イ
ル

�

（
愛
知
所�

新
城
市
）

　

県
民
の
森
「
ニ
リ
ト
ピ
ア
愛
知
」
を
起
点
と

す
る
山
岳
三
コ
ー
ス
（
十
一
㌔
㍍
、
三
十
二
㌔

㍍
、
六
十
四
㌔
㍍
）
に
分
か
れ
、
早
春
の
山
岳

景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
制
限
時
間
内
に
走
破
し

ま
す
。
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
は
是
非
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。

⑮
30
日
～
４
月
14
日　

あ
ん
ず
ま
つ
り

�

（
北
信
署　

千
曲
市
）

　

日
本
一
の
あ
ん
ず
の
里
で
知
ら
れ
る
千
曲

市
。
里
山
地
域
全
体
が
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
す
。

☆�ウインターシーズンも終盤に近づいてきました。スキーや
冬のイベントは十分満喫できましたか。そろそろ南の方か
ら春の足音が聴こえてくる季節になりました。
☆�小さな春の足跡を見つけに野山へ出掛けてみてはいかが
でしょうか。ステキな写真が撮れましたらmigoro＠maff.
go.jpまで電子メールでお送りください。（１メール容量２Ｍ
Ｂ以内）
☆�特にステキな写真は、広報誌「中部の森林」の表紙に掲
載し紹介させていただきます。

　�あなたの写真が来月号の表紙を飾るかもしれません。投
稿をお待ちしております。
　�ご投稿には、氏名又はニックネーム、整理番号（３月なら
①～⑮のいずれか）、撮影日を記入してお送りください。
感想やコメントを添えて頂いても構いません
☆�森林でのお仕事紹介コーナー、学生さんの進路検討の参
考になると嬉しいです。
　�出前での就職説明会も出来ますので、お気軽に最終ペー
ジのお問合せ先へご相談ください。

編 集 長 だ よ り あなたの写真を！お待ちしています

【
中
　
旬
】

【
下
　
旬
】



お問い合わせ先　中部森林管理局　〒380-8575　長野県長野市大字栗田715-5　TEL 050-3160-6500   FAX 026-225-6112
名 古 屋 事 務 所 〒456-8620 愛知県名古屋市熱田区熱田西町1-20 TEL 050-3160-6660 FAX 052-683-9269
富 山 森 林 管 理 署 〒939-8214 富山県富山市黒崎字塚田割591-2 TEL 050-3160-6080 FAX 076-424-4934
北 信 森 林 管 理 署 〒389-2253 長野県飯山市大字飯山1090-1 TEL 050-3160-6045 FAX 0269-62-4144
中 信 森 林 管 理 署 〒390-0852 長野県松本市島立1256-1 TEL 050-3160-6050 FAX 0263-47-4754
東 信 森 林 管 理 署 〒384-0301 長野県佐久市臼田1822 TEL 050-3160-6055 FAX 0267-82-6959
南 信 森 林 管 理 署 〒396-0023 長野県伊那市山寺1499-1 TEL 050-3160-6060 FAX 0265-72-7774
木 曽 森 林 管 理 署 〒399-5604 長野県木曽郡上松町正島町1-4-1 TEL 050-3160-6065 FAX 0264-52-2582
南　　木　　曽　　支　　署 〒399-5301 長野県木曽郡南木曽町読書3650-2 TEL 050-3160-6070 FAX 0264-57-2686
飛 騨 森 林 管 理 署 〒506-0031 岐阜県高山市西之一色町3丁目747-3 TEL 050-3160-6085 FAX 0577-34-8932
岐 阜 森 林 管 理 署 〒509-3106 岐阜県下呂市小坂町大島1643-2 TEL 050-3160-6090 FAX 0576-62-2503
東 濃 森 林 管 理 署 〒508-0351 岐阜県中津川市付知町8577-4 TEL 050-3160-5675 FAX 0573-82-2109
愛 知 森 林 管 理 事 務 所 〒441-1331 愛知県新城市庭野字東萩野49-2 TEL 0536-22-1101 FAX 0536-23-2254
森 林 技 術 ・ 支 援 セ ン タ ー 〒509-2202 岐阜県下呂市森876-1 TEL 050-3160-6095 FAX 0576-25-2420
木曽森林ふれあい推進センター 〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島1250-7 TEL 0264-22-2122 FAX 0264-21-3151
伊 那 谷 総 合 治 山 事 業 所 〒395-0001 長野県飯田市座光寺5152-1 TEL 050-3160-6075 FAX 0265-22-0149

（　）は庁舎所在市町村


